
平成 28年 2月 15日 

常務委員会承認 

 

平成 27年度 日本地学教育学会広報委員会（第 2回）議事録 

 

広報委員長 宮下 治 

 

１ 日時  平成 28年 2月 13日（土） 13:00～15:30 

２ 場所  順天堂大学 御茶ノ水・本郷キャンパス 宮下研究室 

３ 出席  宮下 治（委員長）、小森次郎、竹下欣宏、藤平秀一郎、山下浩之 

      （欠席２名） 

４ 内容 

協議事項； 

  １．日本地学教育学会ロゴマーク取扱内規について 

    宮下委員長より日本地学教育学会ロゴマーク取扱内規（案）について提案があっ

た。協議の結果、一部修正の上、平成 28年 2月 15日開催の常務委員会に諮ること

とした。常務委員会決定後には、学会ホームページなどで公表することとした。 

 

報告事項； 

１．平成 27年 2月から平成 28年 1月までの広報活動について 

(1) 学会ホームページの作成、管理及び運用（更新）について（吉冨副委員長、山下

委員担当）山下委員より以下の報告が成された。 

① 平成 27年 7月 1日より、学会ホームページをリニューアルし公開を開始した。

とりあえず PC用を優先させ、スマホ等でも見えやすいように、順次、更新を行

っている最中である。 

② 数年前に作成した古い原案を元にリニューアルを行ったため、問い合わせ先や、

会費の支払い方法等、情報が古いままになっているところが多数あった。今後

とも、広報委員会を中心としてチェックを行い、間違いや不明な点があった際

にはお知らせいただきたい。 

③ 現時点での課題として、学会ロゴマークをどのようにホームページに盛り込ん

でいくか。リンク集などをもっと充実させ、地学教育のポータルサイトとして

役に立つように改良を重ねていきたい。また、平成 27年 12月より、「会長から

のメッセージ」としてコラムを作成しているが、「お知らせ」欄と「学会からの

お知らせ」欄に同じものが掲載されているので、整理していく必要がある。 

  また、委員から、ホームページのはじめの画面に、地学に関する学習活動をし 



ている子どもの写真を入れること、学会ロゴマークを入れることが提案され、承 

認された。このことについては、委員長から常務委員会に諮ることとした。 

(2) 広報記事（『地学教育ニュース』）について（藤平委員、坂田委員担当） 

    藤平委員より、学会誌「地学教育」に、学校現場などでの実践紹介『地学教育

ニュース』No.9～No.12を掲載し、学会広報に努めている。現在、No.13、No.14

の原稿を準備中である旨、報告が成された。 

    また、委員から、『地学教育ニュース』が学会誌「地学教育」に掲載された後、

学会ホームページで公開の必要性が提案され、承認された。このことについては、

委員長から常務委員会に諮ることとした。 

(3) メール配信による情報サービス（『メールニュース』）について（小森委員担当） 

      小森委員より、メール配信を拒否していない会員に対して、学会行事（大会な

ど）や地学教育関連ニュースなどを『メールニュース』として送信していく。取

り急ぎ、「平成 28 年度全国地学教育大会 日本地学教育学会第 70 回全国

大会（一次案内）」の概要を送信していく旨、報告が成された。  

    (4) 学会ロゴマークの策定について（竹下委員担当） 

     竹下委員より、地学教育学会ロゴマーク決定までの経緯ついて以下の報告が成

された。 

    ① 本学会を盛り上げること（認知度アップと会員の増加）を目指し、ロゴマーク

の作成に取り組んだ。平成 27年 5月 19日より 7月 30日まで，会員・非会員を

問わず広くロゴマーク案を募集したところ、76 点もの応募があった。広報委員

会にて慎重に審査し、3点まで候補を絞り、12月 14日の常務委員会にて本ロゴ

マーク案（上嶋重延氏の作品）を選定した。その後、作者の承諾を得て、学会

として一部修正を行い、平成 28年 1月に最終決定をしてもらった。 

②地学教育学会ロゴマーク決定までの経緯； 

・平成 27年 2月 8日 広報委員会（愛知教育大）にて、学会を広く認知させ、

学会員を増やすための具体的な広報活動について話し合う中で、

ホームページを充実させパンフレットを作成するとともに学会ロ

ゴマークを作成することが提案された。 

・2月 23日 常務委員会にて広報委員会としてロゴマークを作成することが承

認された。 

・3月 25日 ロゴマーク募集の文案を作成し、広報委員による検討を行った。 

・4月 30日 常務委員会で懸賞金の金額を検討し、採用者に 2万円を贈呈する

ことが決定した。 

・5月  7日 ロゴマーク募集案内文を決定した。 

・5月 19日 学会 HPにロゴマーク募集案内を掲載した。 

・5月 31日 地学教育 68巻 1号にロゴマーク募集案内を掲載した。 



・6月  9日 公募ガイド社からロゴ募集（無料掲載）について依頼が届く。広

報委員会・常務委員会で検討し、掲載を依頼することを決定した。 

・6月 16日 公募ガイド社にロゴ募集案内の掲載を依頼した。 

・7月  9日 公募ガイド 8月号にロゴ募集案内を掲載した。 

・7月 30日 募集締め切り 応募総数 76点が寄せられた。 

・8月 15日～20日 広報委員にて審査し、8点に絞った。 

・8月 22日 平成 27年度広報委員会（第 1回）で、ロゴマーク案を審査し、3

点に絞った。 

・10月 19日 常務委員会で審議したが、決定には至らなかった。 

・12月 14日 常務委員会で審議し、採用作品を決定した。なお、作者に承諾を

得ることを条件に、学会として一部修正の上、使用することを付

帯事項とした。 

・12月 27日 採用作品作者より、学会として一部修正の上、使用することに承

認するとの連絡が広報委員担当者にあった。 

・12月 28日 公募ガイド社に採用作品作者の氏名と応募総数を伝えた。 

・12月 29日 ロゴマーク案作者（上嶋重延氏）に懸賞金 2万円を贈呈した。 

・平成 28年 1月 14日 ロゴマークの修正が終了し、常務委員会として決定し

た。 

・2月  1日 学会ホームページで「日本地学教育学会ロゴマークの決定に

ついて」を公開した。今後、学会誌「地学教育」にも掲載

予定である。  

 

２．平成 28年 2月以降の広報活動について 

(1) 学会ホームページの管理及び運用（更新）、広報記事（『地学教育ニュース』）、

メール配信による情報サービス（『メールニュース』）は、継続し、発展させて

いくことが確認された。 

(2) 広報委員会主催の現地研修会の開催について 

  委員から、年に 1～2回の現地研修会が広報活動の一環としてできないか提案が

成され、承認された。また、平成 28年度は以下の通り開催をすることで承認され

た。また、このことについては、委員長から常務委員会に諮ることとした。 

  ・対  象；会員・非会員を問わない 

・予定日時；平成 28年 9月後半の土曜日、午後 

  ・集合場所；調布駅前       ・講  師；藤平秀一郎氏（会員） 

  ・研修場所；野川周辺       ・旅行保険；加入する（参加者負担） 

以上 

     （文責；宮下） 


